
❶ロープ先端に取り付けたペグ、またはパッドに打ち付けたペグを全て抜き取ります。なお、風対策用品（加重プレート等のオプション品を）ご使用の
場合、または、ペグと併用してご使用の場合はこれを取り外します。

❷下部スナップボタン（右上図を参照）を押して、アウターレッグを一番下までスライドさせます。

❸オーニングまたは看板をご使用の場合、中間ポール、オーニングアーム先端に取り付けている
オーニングバーを取り外し、オーニングアームを下段の位置で固定します。オーニング生地は取
り付けたままで大丈夫です。（オーニングバーの取り外しは中面の取り付け方法の逆の手順で
す。）
❹四隅の天幕を少しめくり上げ、上部スナップボタン（右下図を参照）すべてを押して、ロックを解
除してください。

❺天幕をつけた状態で、トラスバー下側のV字部分を持って、本体フレームを浮かせながらゆっく
りと縮めてゆき、最後はアウターレッグを持って縮めます。天幕はつけたままで大丈夫です。

❻本体に本体収納カバーを被せて、付属品の数を確認してください。

●本体収納カバー

●バランスを崩してテントが倒れる恐れがります。アウターレッグをスライドさせる際は、必ず
一辺に並んだ2本の脚を、同時に縮めてください。

●アウターレッグとインナーレッグの連結部で手や指をはさむ恐れがあります。またスナップ
ボタンを押すときも指を挟まれる恐れがあります。作業時は軍手等を着用してください。

●上部スナップボタンを押さえる時に指をはさむ恐れがあります。しっかりトラスバーを押さえ、
ロックを解除してください。

●トラスバー、アウターレッグ等により手や指をはさむ恐れがあります。本体フレームを縮める
際は十分に注意を払い、ゆっくりと作業してください。

GFK強化ポリプロピレン+グラスファイバー

アルミパイプ＋アルマイトコーティング仕上げ

繊維補強塩化ビニール

3段階

本体収納カバー、ペグ、ペグ収納袋、ロープ、取扱い説明書

加重プレート20kg、横幕、他

有効軒高

V3 2020 2m×2m 200~216cm 224~240cm 290×290×1476mm 20.8kg
3m×3m 225~241cm 270~286cm 290×290×1725mm 24.2kgV3 3030

各部の名称

⑥アウターキャップ

⑤ピークポール

⑧ドームキャップ

⑨ピークスライダーJ

⑩トラスキャップJ

①トラスバー ④ピークストップJ

⑦スライダーJ2P

⑪パッド

③インナーレッグ

②アウターレッグ

⑫オーニングアーム

⑭オーニングバー

⑬中間ポール

下部スナップボタン

上部スナップボタン

アウターレッグ

インナーレッグ

トラスバー
アウターキャップ

アウターレッグ

スライダーJ2P
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トラスバー下部のＶ字部分を持ち上げながら、
さらに外側へ引っ張り、本体フレームを最大
まで広げ、各柱ごとのスライダーを、『パチン』と
音がするまで押し上げます。

オーニングバーを用意しオーニングアーム先端
にかかるように取り付け、オーニング本体をバ
ーにマジックテープで固定します。
※オーニングバー取り付け方法は右記を参照ください。

取り付け完了後オーニングを
下段に下ろします。

オーニング本体とテントをマジックテープで
しっかりと止め固定します。テント内部のフレーム
とテントを各ジョイントごとのベルトで固定してい
きます。

オーニングアームの溝にオーニング本体を通し
取り付けていきます。
※この際オーニング本体の前後の向きにご注意ください。
すべてのオーニング本体を取り付けたらパーツ
先端のキャップを再び取り付けます。

トラスバー下部のＶ字部分を
持ち上げながら、外側に引っ張り、
本体フレームを半ばまで広げ
ます。

あらかじめオーニングアームを中段位置に合わ
せます。オーニングアーム横の黒いレバーを
引きながら操作してください。

オーニングアームの先端のキャップを付属の
専用工具で取り外します。

オーニングアーム側より天幕をかぶせタレ部分
の通し穴よりオーニングアームを通しフレーム
にかぶせます。

四隅のアウターレッグを持ち、少し浮か
せながら左右に広げます。

②

①

オーニングアーム
オーニングバー

　　　　　オーニングバーの取り付け方法

アウターレッグ
トラスバー

現在のオーニングアーム位置

➡ ➡

スライダー

細かい部材を取り外します。取り外した
部材をなくさない様、ご注意ください。

現在のオーニングアーム位置

➡

➡

軒の箇所を「オーニング」としてご使用される場合

オーニングバーのA側をオーニングアームの先端に差し込みます。

①をひねり②方向へ引き伸ばします。

必ずA側を先に差し込んでください。

軒の箇所を「サイン」としてご使用される場合

A側

A側拡大図

B側

オーニングアーム

オーニングバー
B側
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①

②
②

①の様にもう一方のオーニングアームB側まで引き伸ばし
差し込みます。外れない様しっかりと突っ張った状態で②のように
ひねり固定します。

オーニングアーム

オーニングバー
B側

3 1

補足

オーニングアームを中段の位置で固定し、
※オーニングの可動は必ず２人で操作をして
下さい。

オーニングアームを上段の位置で固定します。
サインで使用時は中間ポールは使用いたしません。
※オーニングの可動は必ず２人で操作をして
下さい。
上記⑫と同じようにベース部を足で踏みな
がら、柱を上方向へ『カチッ』と音が鳴るまで
伸ばします。
※柱の伸縮は2人で操作をして下さい。

中間ポールをフレーム側とオーニングバーに
固定します。

反対側の柱も同じように伸ばせば完成です。

ベース部を足で踏みながら、柱を上方向へ
『カチッ』と音が鳴るまで伸ばします。
柱は3段階で調整可能です。

※柱の伸縮は2人で操作をして下さい。

この位置に合わせます

➡

通し穴

通し穴 通し穴

反対側の柱も同じように伸ばせば完成です。

3

ここまで完成した時点で、次の事項を確認し、異常のある場合
はテントのご使用を中止してください。また対応につきまし
ては、お求めになった販売店へお問い合わせ下さい。


	ページ1
	ページ2

